






















こうして， 1918(大正 7)年に発刊された国定第三期 f尋常小学国語書キ方手本j(以下， r三期

































表 1 第三期日、学留語書キ方手本 一学年jと『尋常小学国語読本 巻二Jとの連絡
No 手本言語句 読本における該当儀所 連絡 保j考
ノ。メ。ク。タ。 × 認:法後先
2 ニ。 コ二。 ヨ岳 コ。 × 審法優先
3 ア。ラ。ソ。ツ。 × 議;法優先
4 レ。 ノレ。 キ。 ヤ。
5 ヒ。セ。ハ。ホ。 × 議;法優先
6 アカイモミヂ。 三 キクノハナ ム 「モミヂJf自殺なし
7 トジプ1j:Ji六ノミ。 × i B告義優先
8 人。大。犬。口。日。月。 × 審法優先
9 オ正月。ネンシ。 十三オ正月 。
10 小。 IJo )10 J二。中。下。 × 書芸法優先
一
11 ヰド水。テヲケ。 × 審法、諾殺
12 白。 i到。品。問。見。立。 × 議;法優先
13 入。又。火。木。本。米。 × 懇;法優先







































表2 第三期 f小学関語書キ方手本 四学年上jと f尋常小学盟諸読本 巻七jとの連絡
一一一一一一一一一一“一一一一一
No 手本語句 5先.本における該当箇所 連絡 備考
世界。地球。五大切1到。 第一 世界「世界J r :liE.EKJ r五大強庖J 。
? 行。 liニ。 i月l。得。湖。 j答。深。 1張。 X 議;法優先
3 糸。織。会。始。金。鎌。門。 IJf10 X 書法優先
4 使。 使。 笠。 等。 改。 数。 ナ品。J¥/i。 X 書法俊先
5 良府。愛護。戦争。 武士。 |第八 馬「良馬J r愛養J r戦争j 、第十獅子 O 
と武土 I武士J l 
6 SUiO)~ もにき lまし。 第十一主}Ji'[の夜 。
7 q:をならべてたつ。 。
8 !校。 liíll o 給。輪。 {~。修。直。演。 コι 議;法優先
9 休。{励。約。終。務。 ~Þf。窓、。筋。 × 主主法優先
10 遠洋航海。燈盗。暴風。 第十六 航海の話「遠洋航海J r燈蓄をJ r恭風」 。
一一日一曹
11 泳。 泥。 1咲。 I汲。 珍。 珠。 骨。 骨盤。 × ミ答法優先
12 {司l。例。手1)0 極i。奉。待。 IYJ。効。 × 審法優先
13 力Ilf1ko 横滅。岸問。底倉。 第二十三 加藤!l!ilErjJI1;j1kJ 6. fiJflj事j のみ
14 堂。賞。成。感。妹。 !i'lご。返。 i位。 × 事法優先










石橋は，表3のように， 1922 (大正11)年の「書道教授の革新案」において，教材を IA運筆
















(1)趣味的教材-座右の銘や詩など色紙短Ilfrに率ょする 例 毒事三下 ((3い籍、谷間の)1、l廷の菊、炭焼く燥)
(2)実用13S教材 主として五年以上の教科に多し 例 手紙門キしの認め方、包紙の表警など
このように，石橋の三期手本に対する批判は，書法および書風に対する批判が中心であった。
























































































表4 第四見~ r小学書方手本 第一学年用 甲種』と『小学盟諸読本巻二jとの連絡
No. 手本務匂 続本における該当箆所 連絡 備考
一二六十 (巻一)とゴヒガヰマス × 
一・…一一一一H・市町・ー・曲一-一・H一一一一一・ー一一-一一一一“一一・ー一一一一一一一一一・-“一時一}四一
2 ハナトリ (巻一) トマレトマレナノハナニ × 
3 ソラクニモ (巻一)イツノマニカ、マックロナクモガ、 × 
ソライッノ〈イニヒロカ子リマシタ
4 アキフユ 四 カマキリヂイサン ム f ;f)c j として掲載。「フユ j は t~殺なし
一一一一一一一町一一一一一一日
5 イヌネコ (巻一) モモタロウ ム 「犬j として渇絞。
6 ホンスミ × 語義優先
日一一一一一 一一
7 ヒロイノノ¥ラ × 語義優先
8 マツタケウメ 十六 花サカヂヂイ ム 「松j として掲載。 fタケウメ j は掲載な|
し
9 デンワラヂオ 三 アシタハエンソク ム fラヂオJのみ掲絞。
一一一_.._---- 一一一一一一一一一"“一一一一ー一一
10 日月 IlJJI × 語義優先
11 上下天人 × 言告義優先
一 一一一
12 大小布在 × 諮義優先
13 カレ木ノエダ 十六 花ザーカヂヂイ 。
一一一一一
14 :ttヲサカピル 十六 花サカヂヂイ 。























表5 第四期『小学書方手本 第四学年用 甲種上jと f小学函語読本巻七jとの連絡
No 手本語句 読本における該当鏑所 連絡 {給量雪
八重桜花吹雪 X 話線優先
ト一一
2 海岸砂ihl民治 × 語義優先
3 天長iln君が代 X 活殺優先
一 一一ー一白血】町一ー一平山平山一 一一…吟{品位一-_.....~..-“一一守♂一一ー一 “一一…明…一一山一“一_.-一一~一一一“一町一一一1位一一“……"
4 あやめ武者ゑ X 語義優先
5 Ji月附金魚望号 × 5吾義優先
一一一一一一 一 ト一一一一一
6 公l樹立立木新緑 X ftef毅i憂先
7 父問兄弟姉妹 × 3再義優先
一一一ト一一一ー一一一一一一_.-
8 野 )11 えび目 ~j × 認毅優先
9 すげ笠早少女 × 語義{蛍先
一一一
10 革主雲雷雨稲光 × 務義後先




14 流れ星患のを幸 X Rli主主優先















































































は，書体の違いもあるものの， i海に舟しらほ(二年下)J， i海岸砂遊員拾(四年上)J， i東海丸乗
組員(五年下)J， i南極海捕鯨掛(五年下)Jの教材に登場する。同様に， r天jにいたっては，
「上下天人(一年)J， r天地東西南北(三年上)j， i梅ばち天神様(三年下)j， i天長節君が代(四
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